
Ａ 試合会場レポート 試合番号 526 開催日 2022/12/17
令和4年度 天皇杯・皇后杯 全日本バレーボール選手権大会 女子 会場： 東京体育館

観客数： 3,014 開始時間： 13:25 終了時間： 15:18 試合時間： 01:53 主審： 増岡　三佳子 副審： 澤　達大
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　本日も沢山のご声援ありがとうご
ざいました。
　ゲームの入りから全員が集中し、
守りからの攻撃が機能した事で、い
いリズムで１、２セット目を取るこ
とができました。
３セット目以降、サーブレシーブで
崩され、苦しい展開になりましたが
、相手にリードされている中でも諦
めず最後勝ち切れた事は明日に繋が
る試合になったと思います。
　明日の試合、東レらしく、一人一
人が攻撃力を最大限に活かせるよう
、良い準備をして勝ちにいきます。
応援よろしくお願いします。

大崎 小川 タットダオ 榊原 　沢山の参加チームがしのぎを削っ
てきた大会も４チームとなりました
。この４チームに残り、最後の素晴
らしい景色をチーム皆で見たい。
　前半、相手にリズムを作られ、リ
ードされる時間が多かった。
　３セット目の出だしからサーブと
ブロックでリズムを作ることが出来
たが、勝負所での決定力が相手の方
が上回り、悔しい敗戦となった。
　素晴らしい大会、会場で試合がで
きる事に感謝いたします。ありがと
うございました。
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＜要約レポート＞
　今大会第２回戦からのシードチームである東レアローズ対JTマーヴェラスの戦い。
　第１セット、東レの石川、クランのアタックが決まり序盤リードを奪う。それに対し、JTの司令塔・籾井は和田、途中出場のロウで反撃した
が及ばず大量リードを許した。終盤JTが追い上げるかに見えたが、最後は東レの関がネット上のボールの押し合いに勝ち、このセットを手に入
れた。
　第２セット、JTの西川、ロウの活躍により序盤リードを奪ったが、中盤に入り東レの石川、クランの反撃で追いつかれてしまった。その後も
波に乗る東レは小川のブロックなどもありリードを奪った。最後は東レの石川のフェイントが決まり、このセットを手に入れた。
　第3セット、後のないJTは田中の連続サービスエースでリードを奪い主導権を握る。東レは司令塔を真鍋に代え応戦するがその差を埋めるこ
とはできなかった。最後はJT田中のアタックが決まりこのセットを手に入れた。
　第４セット、波に乗るJTは序盤からリードを奪う。その後も主導権を握りJTのペースでゲームが進んだ。しかし、終盤東レの小川のブロック
、アタック石川のサービスエースで追いつくことに成功した。最後は東レ・石川のアタックが決まり決勝に駒を進めた。

作成者： 柴田　等

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


